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野鳥が飛来する池が隣接する林の中の住
宅など、移住者が思わず興奮する物件も

信
州
�
魅
力
�
�
移
住
戦
略

寒冷地対策や地元の条例などをよく理解している地元企業を選ぶべき
とＰＲ

不
動
産
会
社
�
説
明
�
秀
逸

札幌・アウラ建築設計事務所

環境生かした設計
公園を借景に取り入れる

　

ア
ウ
ラ
建
築
設
計
事
務
所

（
札
幌
市
、
山
下
一
寛
代

表
）
は
、
敷
地
の
選
定
か
ら

藻岩山を眺める窓を配した外観

リビングから藻岩山を眺める小窓が見える

住
宅
の
設
計
・
監
理
ま
で
か

か
わ
っ
た
個
人
住
宅
を
昨
年

末
、
札
幌
市
豊
平
区
に
完
成

さ
せ
た
。

　

施
主
Ｋ
氏
は
40
代
で
、
奥

さ
ま
、
高
校
生
と
小
学
生
の

娘
さ
ん
の
４
人
家
族
。
３
軒

目
と
な
る
家
づ
く
り
は
、

「
こ
れ
で
最
後
」
と
構
想
段

階
か
ら
じ
っ
く
り
３
年
か
け

た
。
土
地
選
び
は
、
周
辺
環

境
や
地
盤
の
強
さ
、
眺
望
な

ど
に
こ
だ
わ
っ
た
た
た
め
難

航
し
た
。
ま
た
フ
ィ
ー
リ
ン

グ
の
合
う
建
築
家
も
な
か
な

か
見
つ
か
ら
ず
、
一
時
は
大

手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
で
の
家

づ
く
り
も
考
え
た
と
い
う
。

そ
の
頃
、
友
人
を
介
し
て
ア

ウ
ラ
建
築
設
計
事
務
所
の
山

下
さ
ん
と
知
り
合
っ
た
。
Ｋ

氏
は
山
下
さ
ん
の
建
築
や
仕

事
に
対
す
る
姿
勢
に
共
感

し
、
土
地
選
び
も
含
め
て
山

下
さ
ん
に
仕
事
を
依
頼
し

た
。

　

山
下
氏
は
、
環
境
の
良
さ

と
眺
望
の
点
か
ら
、
公
園
に

隣
接
す
る
南
西
の
角
地
を
提

案
し
た
。
建
物
は
在
来
木
造

で
、
ガ
レ
ー
ジ
も
含
め
た
延

床
面
積
は
約
76
坪
と
大
き

め
。

　

建
物
は
道
路
境
界
近
く
ま

で
引
き
寄
せ
て
Ｌ
字
型
に
配

置
し
壁
の
よ
う
に
見
立
て

た
。
西
方
向
に
藻
岩
山
が
眺

望
で
き
る
こ
と
か
ら
、
２
階

に
ハ
イ
サ
イ
ド
ラ
イ
ト
と
西

の
角
に
小
窓
を
連
続
的
に
配

置
し
、
中
か
ら
の
眺
望
の
確

保
と
外
か
ら
建
物
を
見
た
時

の
圧
迫
感
を
柔
ら
げ
た
。
ま

た
、
建
物
に
囲
ま
れ
た
内
側

が
中
庭
の
よ
う
に
な
り
、
南

東
隣
に
あ
る
公
園
の
緑
を
借

景
と
す
る
こ
と
で
さ
ら
に
広

が
り
の
あ
る
庭
に
見
え
る
。 

　

間
取
り
で
は
、「
家
の
中

心
」
を
定
め
て
そ
こ
か
ら
の

動
線
や
眺
め
な
ど
を
重
視
。

た
と
え
ば
２
階
は
奥
さ
ま
が

い
る
時
間
の
長
い
キ
ッ
チ
ン

を
中
心
に
据
え
、
そ
こ
か
ら

リ
ビ
ン
グ
・
ダ
イ
ニ
ン
グ

や
、
背
後
に
あ
る
子
ど
も
部

屋
の
気
配
も
わ
か
る
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
に
。
藻
岩
山
も
西
角

の
窓
か
ら
見
え
る
。

　

Ｋ
氏
か
ら
「
小
さ
な
障
害

を
あ
え
て
設
け
る
こ
と
で
日

常
生
活
で
足
腰
が
弱
ら
な
い

よ
う
な
設
計
に
」
と
い
う
希

望
に
対
し
て
は
、
ス
キ
ッ
プ

フ
ロ
ア
を
採
用
し
て
応
え

た
。
１
階
は
客
間
と
主
寝

室
、
２
階
に
リ
ビ
ン
グ
、
上

２
階
に
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ

ン
と
水
ま
わ
り
、
少
し
下
が

っ
た
中
２
階
は
高
さ
１
・
４

ｍ
以
下
の
「
蔵
」
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
活
用
。

　

性
能
面
で
は
、
長
期
優
良

住
宅
の
認
定
を
取
得
済
み
。

山
下
さ
ん
は
、「
建
物
と
道

路
境
界
線
の
間
は
開
か
れ
た

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
花
を
植
え

る
な
ど
、
道
行
く
人
の
目
を

楽
し
ま
せ
る
た
め
に
使
う
予

定
だ
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
確

保
し
な
が
ら
周
辺
環
境
と
の

調
和
や
近
隣
と
の
か
か
わ
り

を
感
じ
さ
せ
る
プ
ラ
ン
を
考

え
た
」
と
話
し
て
い
る
。

温
�
�
豚
汁
炊
�
出
�

冬
�
忙
�
�
職
人
�
�
�
�

　

㈱
ホ
ー
ム
企
画
セ
ン
タ
ー

（
本
社
札
幌
市
、
青
木
雅
典

社
長
）
は
15
日
、
札
幌
市
手

�
�
�
企
画
�
�
�
�

豚汁を直接手渡す森田常務（写真
右）

稲
区
の
自
社
分
譲
地
「
ア
リ

ア
ヴ
ィ
ラ
明
日
風
公
園
」
の

現
地
案
内
所
で
同
社
の
建
築

現
場
で
働
く
職

人
を
ね
ぎ
ら
う

豚
汁
炊
き
出
し

を
行
っ
た
。

　

同
社
は
も
と

も
と
冬
場
の
施

工
が
多
い
が
、

特
に
今
シ
ー
ズ

ン
は
ア
リ
ア
ヴ

ィ
ラ
で
の
施
工
が
多
く
、
１

月
中
旬
か
ら
大
雪
が
重
な
っ

た
た
め
現
場
は
か
な
り
忙
し

い
状
態
。
そ
こ
で
具
だ
く
さ

ん
の
豚
汁
１
０
０
杯
分
を
現

場
で
働
く
職
人
さ
ん
に
提
供

し
、
力
を
付
け
て
残
り
の
工

期
も
頑
張
っ
て
も
ら
お
う
と

企
画
し
た
。 

　

当
日
は
同
社
社
員
の
ほ

か
、
森
田
孝
之
常
務
も
駆
け

つ
け
て
直
接
職
人
に
豚
汁
を

手
渡
す
な
ど
、
日
頃
の
働
き

ぶ
り
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

　

大
工
の
１
人
は
、「
今
日

み
た
い
に
晴
れ
て
い
て
も
外

で
長
時
間
い
る
と
寒
く
て
体

が
冷
え
る
。
豚
汁
を
食
べ
る

と
体
が
温
ま
る
の
で
助
か

る
」
と
喜
ん
で
い
た
。

　
「
移
住
」
事
業
は
地
元
工
務
店
に
と
っ
て
は
受

注
の
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。
北
海
道
は
移
住
の
候

補
地
と
し
て
人
気
の
エ
リ
ア
で
、
多
く
の
市
町
村

が
過
疎
対
策
・
地
域
活
性
化
の
一
環
で
移
住
戦
略

に
力
を
入
れ
て
い
る
。
し
か
し
首
都
圏
や
関
西
圏

の
人
に
と
っ
て
は
、
ほ
か
に
も
有
力
な
候
補
地
が

あ
る
よ
う
だ
。
今
回
は
北
海
道
を
飛
び
出
し
、

「
長
野
県
原
村
の
移
住
ツ
ア
ー
」
か
ら
移
住
ニ
ー

ズ
の
実
態
を
探
っ
て
み
た
。（
シ
リ
ー
ズ
15
回
）

　

興
味
深
か
っ
た
の
は
む
し

ろ
２
日
目
。
こ
の
日
は
４
社

の
地
元
不
動
産
会
社
に
よ
る

物
件
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

　

１
社
目
は
標
高
の
高
い
ペ

ン
シ
ョ
ン
村
付
近
の
森
で
プ

レ
ゼ
ン
。
住
宅
の
建
設
に
は

合
併
浄
化
槽
が
必
要
、
地
下

水
脈
が
高
く
基
礎
の
防
水
対

策
な
ど
が
必
要
な
の
で
地
元

工
務
店
の
経
験
を
頼
り
に
し

た
方
が
良
い
と
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
。

　

２
社
目
は
若
干
標
高
の
下

が
っ
た
閑
静
な
エ
リ
ア
を
案

内
。
不
動
産
会
社
の
担
当
者

の
説
明
は
要
約
す
る
と
こ
う

だ
。

　
「
遺
跡
も
多
く
出
る
縄
文

　

長
野
県
原
村
は
、
八
ヶ
岳

の
西
麓
に
広
が
る
高
原
（
標

高
９
０
０
ｍ
〜
１
３
０
０

ｍ
）
に
位
置
す
る
。
夏
の
涼

し
さ
や
、
村
独
自
の
「
環
境

保
全
条
例
」
な
ど
に
よ
り
自

然
や
景
観
が
保
全
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
日
本
初
の
ペ
ン
シ

ョ
ン
村
（
約
70
軒
）
が
あ

り
、
信
州
に
憧
れ
る
全
国
各

地
の
人
々
か
ら
も
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
こ
と
、
Ｊ
Ｒ
新
宿

駅
か
ら
特
急
で
２
時
間
半
で

到
着
で
き
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
毎
年
50
名
近
く
人
口
が

増
え
て
い
る
と
い
う
移
住
の

先
進
地
だ
。

　

２
０
１
０
年
11
月
５
日
。

定
員
18
名
い
っ
ぱ
い
の
申
し

込
み
が
あ
っ
た
移
住
ツ
ア
ー

が
Ｊ
Ｒ
茅
野
駅
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
。
原
村
に
向
け
て
役

場
職
員
の
運
転
す
る
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
に
乗
り
、
標
高
１
０

０
０
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
村

の
中
心
部
を
通
過
。
八
ヶ
岳

自
然
文
化
園
の
自
然
科
学
観

察
館
に
到
着
、
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
が
始
ま
っ
た
。

　

ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
の

は
、
横
浜
、
神
戸
、
埼
玉
、

滋
賀
、
大
阪
、
愛
知
、
静

岡
、
東
京
か
ら
の
９
組
の
移

住
希
望
者
。
参
加
者
は
「
原

村
で
、
都
会
に
疲
れ
た
人
が

休
め
る
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
始
め

た
い
」「
子
育
て
も
終
わ
り

自
然
の
中
で
暮
ら
し
た
い
気

持
ち
が
強
く
な
っ
た
」「
老

人
ホ
ー
ム
で
一
生
を
終
え
る

の
で
は
な
く
田
舎
暮
ら
し
を

満
喫
し
た
い
。
故
郷
は
も
う

集
落
に
人
が
居
な
く
な
っ
た

の
で
移
住
地
を
探
し
て
い

る
」「
東
京
暮
ら
し
が
長

く
、
身
体
が
自
然
を
求
め
て

い
る
」「
八
ヶ
岳
近
隣
は
旅

行
や
登
山
で
馴
染
み
の
あ
る

地
。
首
都
圏
か
ら
も
近
く
、

妻
も
移
住
に
積
極
的
」
と
い

っ
た
抱
負
を
発
表
。

　

次
い
で
役
場
の
担
当
者
が

「
夏
は
避
暑
地
と
し
て
最
適

で
、
冬
は
屋
根
の
雪
下
ろ
し

は
不
要
。
中
心
部
に
公
共
施

設
や
店
舗
が
揃
い
、
そ
の
一

方
で
は
グ
リ
ー
ン
リ
ゾ
ー
ト

ゾ
ー
ン
に
は
豊
か
な
景
観
と

自
然
が
保
た
れ
て
い
る
。
高

齢
者
の
就
業
率
が
全
国
有

数
、
児
童
と
お
年
寄
り
の
医

療
費
実
質
無
料
。
約
70
軒
の

ペ
ン
シ
ョ
ン
オ
ー
ナ
ー
の
ほ

と
ん
ど
が
先
輩
移
住
者
。
地

元
有
志
の
田
舎
暮
ら
し
案
内

人
も
い
て
移
住
へ
の
サ
ポ
ー

ト
体
制
も
揃
っ
て
い
ま
す
」

と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

初
日
は
そ
の
他
に
体
験
メ

ニ
ュ
ー
な
ど
を
行
い
、
ペ
ン

シ
ョ
ン
に
宿
泊
。
ペ
ン
シ
ョ

ン
オ
ー
ナ
ー
に
よ
る
お
も
て

な
し
と
体
験
談
を
聞
け
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
と
同
時
に
、

ペ
ン
シ
ョ
ン
側
に
と
っ
て
は

集
客
に
結
び
つ
く
取
り
組
み

と
な
っ
て
い
る
。

人
も
好
ん
だ
居
心
地
の
良
い

土
地
。
人
間
が
感
覚
的
に
好

む
土
地
で
あ
る
と
も
言
え
ま

す
。
こ
の
木
は
ハ
ン
ノ
キ

で
、
窒
素
固
定
機
能
が
優

れ
、
土
壌
形
成
に
貢
献
す
る

先
駆
樹
木
で
す
。
日
本
ミ
ツ

バ
チ
の
巣
も
近
く
に
多
く
あ

る
豊
か
な
土
地
。
こ
の
地
の

不
動
産
物
件
を
、
今
住
ん
で

い
る
土
地
の
面
積
や
環
境
と

比
較
し
て
広
い
狭
い
と
考
え

る
の
で
は
な
く
、
ご
自
分
が

な
ぜ
移
住
す
る
の
か
、
移
住

し
て
何
を
す
る
の
か
を
改
め

て
見
つ
め
て
い
た
だ
き
た

い
。
地
域
の
文
化
や
自
然
を

守
り
楽
し
む
気
概
を
持
っ
て

移
住
し
て
ほ
し
い
」

　

遺
跡
が
出
て
住
宅
建
設
に

支
障
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
言
い
方
で
は
な
く
、

そ
の
こ
と
を
土
地
の
魅
力
、

移
住
の
目
的
と
絡
め
な
が
ら

地
域
文
化
の
視
点
か
ら
説

明
。
こ
の
説
明
に
ツ
ア
ー
参

加
者
の
多
く
が
心
を
動
か
さ

れ
て
い
た
。

　

役
場
の
担
当
者
が
ツ
ア
ー

の
企
画
・
宣
伝
・
運
営
を
実

施
。
ペ
ン
シ
ョ
ン
オ
ー
ナ
ー

が
移
住
体
験
と
信
州
の
魅
力

を
語
る
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
子
育
て
環
境
や
冬
の
生

活
、
地
域
性
、
人
付
き
合
い

の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
移
住
希

望
者
が
抱
え
て
い
る
不
安
点

に
答
え
る
。
そ
し
て
不
動
産

会
社
が
移
住
者
の
心
を
よ
く

理
解
し
、
ニ
ー
ズ
に
合
う
物

件
を
魅
力
的
な
ト
ー
ク
で
Ｐ

Ｒ
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
役

割
分
担
が
し
っ
か
り
な
さ

れ
、
効
果
的
な
官
民
連
携
が

実
践
さ
れ
て
い
た
。


